
 

 

  

今年も残りわずかとなりました。12月は、クリスマスや新年に向けての準備など

で気持ちも高まります。心を落ち着かせて、冬至のゆず湯やおせち作り、大晦日の

ひと時など、家族でゆっくりと過ごす時間が持てるといいですね。 

きらら保育園では、１１月に子供たちが収穫したさ

つま芋でスイートポテト作りをしました。蒸したさつま

芋を自分たちで成形し、とてもかわいいスイートポテト

ができました。 

師走が近づくと、人の動きもイベントも増えて慌ただしくなります。だからこそ、

園生活が少しでも穏やかに過ごせるように心がけていますが、昔ながらの「ハレ」と

「ケ」の、どちらも大切にしています。穏やかな日常は「ケの日」ですが、季節のイベ

ントや園行事は「ハレの日」です。 

きらら保育園での「ハレの日」の給食は、季節に合わせた献立になっています。年

に数回ある行事食として特別な献立を提供する日は、「端午の節句」「七夕」「クリス

マス」「節分」「ひな祭り」などがあります。 

 
 

 

 

冬至とは、１年の中で一番昼の時間が短く、夜の時間が長い日です。太陽の力が最も弱まる

冬至の翌日から再び力がよみがえり、冬至を境に運が向いてくると考えられています。 

 

冬至の七草 

なんきん（かぼちゃ）、きんかん、れんこん、にんじん、ぎんなん、かんてん、うんどん（うどん）。

「ん」が 2つ付くことから、たくさんの「ん＝運」を呼び込めるという縁起を担いだ食べ物で、かぼ

ちゃは栄養面からも冬至の定番食材になっています。 

小豆 

古くから赤は邪気を払うといわれ、赤い小豆を使った「冬至かゆ」

や小豆とかぼちゃを煮た「いとこ煮」が食べられています。 

ゆず湯 

江戸時代、ひび、あかぎれ、風邪予防の目的で銭湯で湯にゆずを

浮かべたことから「冬至と湯治（とうじ）」「健康であれば融通（ゆうず

う）が利く」の語呂を掛け合わせた説や、ゆずを太陽に見立てた説な

どがあります。ゆず湯には血行促進、保湿効果などの効能があるといわれています。 

 給食だより 2023年 

季節の食事   「冬至」 


